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赤
道
中
央
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
６
年
生
６
名
、

５
年
生
11
名
、
４
年
生
11
名
、
３
年
生
５
名
、

２
年
生
７
名
、
計
40
名
の
子
ど
も
た
ち
が
、
久

田
監
督
、
村
田
、
小
谷
両
コ
ー
チ
の
指
導
の
下
、

日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
の
合
言
葉
は
「
全
員
野
球
」。
チ
ー

ム
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
も
入
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の

練
習
で
は
、
大
き
な
声
が
で
て
元
気
な
子
ど
も

た
ち
で
す
が
、
大
会
に
な
る
と
緊
張
か
ら
か
声

が
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
会
で
の
目
立
っ
た
活
躍
は
な

く
、
１
回
戦
を
勝
ち
抜
く
の
が
や
っ
と
の
チ
ー

ム
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
一
戦
一
戦
、
一
生

懸
命
、
試
合
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

ど
の
大
会
で
も
目
標
は
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。

　

監
督
や
父
母
は
、
野
球
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
、
全
員
で
頑
張
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学

び
、今
後
の
人
生
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
願
い
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
タ
イ
ガ
ー
ス
は
、
地
域
と
と
も
に
40
年
余
の

歴
史
を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。現
在
、国
場
監
督
や
コ
ー

チ
の
指
導
の
も
と
、野
球
の
技
術
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
行
事
等
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
チ
ー
ム
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

少
人
数
の
チ
ー
ム
の
た
め
、
４
年
生
か
ら
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
試
合
に
挑
み
ま
す
。
ま
さ
に
チ
ー
ム
の

総
力
を
あ
げ
て
の
戦
い
で
す
。
そ
の
せ
い
か
、
学
年

問
わ
ず
仲
が
良
く
、
休
み
の
日
で
も
皆
一
緒
に
遊
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
大
会
で
は
、
１
回
戦
負
け
が
続
い
て

い
ま
し
た
が
、
８
月
の
う
る
ま
市
長
杯
で
、
見
事
勝

利
し
２
回
戦
に
勝
ち
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
選

手
は
も
ち
ろ
ん
、
父
母
も
ま
る
で
優
勝
し
た
か
の
よ

う
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
強
い
チ
ー
ム
で
は
な
く
、

良
い
チ
ー
ム
で
在
り
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

監
督
や
父
母
は
野
球
を
通
し
て
、
感
謝
の
心
や
仲

間
を
思
い
や
る
心
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
、

元
気
で
明
る
く
、
健
康
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。
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勝 連 城 跡

　15世紀に活躍した阿麻和利の居城。

勝連半島の西側の丘陵にあり、自然

の地形を巧みに生かして築城され

た城です。石積みの城壁が優雅で美

しく、最も高い一の曲輪に登ると、

中城湾や金武湾、その中に浮かぶ島々

など太平洋が一望できます。平成

12年12月に「琉球王国のグスク及

び関連遺産群」の一つとして、世界

遺産に登録されています。

　字安慶名にある国指定の史跡です。

城の北側を流れる天願川が別名「大

川」と呼ぶことから、別名大川グス

クとも呼ばれています。城の形態は、

外側と内側に二重の石垣を巡らす、

県内では珍しい輪郭式のグスクです。

伝承では14世紀頃、安慶名大川按

司によって築城されたと言われ、自

然の断崖と急傾斜を巧みに利用し

た山城です。

勝 連 城 跡勝 連 城 跡
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羽ばたけ !!
　　スポーツ少年団

赤
道
中
央
タ
イ
ガ
ー
ス

川
崎
タ
イ
ガ
ー
ス

　

う
る
ま
市
に
は
島
々
や
自
然
環
境
な
ど
、

東
海
岸
随
一
の
美
し
い
風
景
が
沢
山
あ
り

ま
す
。
鳥
の
視
点
で
空
か
ら
眺
め
て
み
る

と
、
こ
の
島
の
風
景
に
感
動
さ
れ
る
と
思

い
ま
す
。
大
切
に
守
り
残
し
て
い
き
た
い

素
晴
ら
し
い
風
景
を
上
空
か
ら
の
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
石
川
嘉
手
苅

の
小
高
い
丘
に
あ
る
「
ビ
オ
ス
の
丘
」。

　

那
覇
空
港
を
離
陸
し
た
セ
ス
ナ
機
は
東

海
岸
の
太
平
洋
上
を
勝
連
半
島
に
機
首
を

向
け
飛
行
。
約
12
分
で
う
る
ま
市
の
上
空

に
、
こ
こ
で
米
軍
の
管
制
に
コ
ン
タ
ク
ト

し
て
ビ
オ
ス
上
空
の
撮
影
飛
行
の
許
可
を

待
つ
。
し
ば
ら
く
ス
タ
ン
バ
イ
旋
回
し
て

い
る
と
上
空
ク
リ
ア
撮
影
Ｏ
Ｋ
を
確
認
！

　

直
ぐ
に
機
首
を
下
げ
「
ビ
オ
ス
の
丘
」

に
向
け
飛
行
。
眼
下
に
広
大
な
植
物
園
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
高
度
を
下
げ

て
み
る
と
湖
面
に
観
光
船
や
カ
ヌ
ー
が
動

い
て
い
ま
す
。
湖
畔
に
は
熱
帯
植
物
シ
ダ

の
群
生
も
見
え
ま
す
。
コ
コ
は
凄
い
！

う
る
ま
市
で
西
表
島
の
よ
う
な
亜
熱
帯

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
自
然
体
験
が
出
来
る
。
い

い
で
す
ね
コ
コ
の
風
景
！

　

ご
家
族
で
の
〜
ん
び
り
と
「
ビ
オ
ス
の

丘
」
で
、
心
地
よ
い
亜
熱
帯
植
物
の
香
り

に
癒
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

寺下氏は３４年間に渡り日本各地の風景を飛行機から撮影。これまで４３００時間の空撮飛行に費やし、その卓越したカメラアングルと技術で、沖縄本島をはじめ、各島々の美しい自然を撮り続けている。

これまで、うるま市誕生記念で「上空から見たうるま市の美ら風景」、県立中部病院や県立南部医療センター・こども医療センターで写真展を開催し、訪れた人へ癒しを提供。

　寺下氏は 34 年間に渡り日本各地
の風景を飛行機から撮影。これまで
4300 時間の空撮飛行に費やし、そ
の卓越したカメラアングルと技術で、
沖縄本島をはじめ、各島々の美しい
自然を撮り続けている。
　これまで、うるま市誕生記念で「上
空から見たうるま市の美ら風景」、県
立中部病院や県立南部医療センター・
こども医療センターで写真展を開催
し、訪れた人へ癒しを提供。
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空
か
ら
眺
め
た
「
う
る
ま
の
美
ら
風
景
」 
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ビ
オ
ス
の
丘

シ
リ
ー
ズ


